










☆立川オーブン卓球選手権大会よリ仓 

立川市民体育館の空気がビーンと張りつ 
めていた0 4回目をむかえた卓球選手権 
大金（主催.立川市 0 か、 主管 .立川市卓 
球連盟）はエントリー選手八百名をこえ 
る、さながら♦卓球王国 • と <匕した一〇 
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月刊，え < てひあん-立/ II と語ろう • 立川に生きよう 


通# 10号 


表紙は語る 
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だ 


おなじ A 
.L > になりまし 

S 舍参被 

腕^^7す_今月 
g d も，おそろ 
臟 いで XV 7 ぞ. 
• H 時5月25日(±)^82時か 
ら4時。 

• 卿本《、 A 如宝 g のご^: 
をはじめ映画など盛リだくさん 
の用意 E てお侍备し上 tiHV 
_立川市 E <成人》に限らせて 
いただきます。 

• お申し込みは「えくてびあん. 
コンバニオン」{本誌を手*して 
くれた人)へどうぞ • 


んブレツ K •才 1□1 ル 

あ 

び 
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«□» 訪通り商店街にあ 
る、嫌きたてパン『才— 口 
丨ル j では「才 1 D 丨ルフ 
レンド仝 H 」 を iiM 中*人仝金5 
00円で、特注のパン切り包丁が 
もらえるぅえ，会貝 Sr をみせれば 
いつでもパンが一刺引き- 

この企_は4月中で螓切るとこ 
ろ•本誌 St 者のために‘ 5月木 D 
までに延期されたもの'* 

パンの稗 
想もおどろ 
く ほど e « 
なうえ•嫌 
さたての香 
りの高さに 
人気が t 。 



★篏者7レセント 

<•• 表 Ift の紐人形 I 名 II 

②田湄李 I さんのサイン I 名« 


今月の表紙：！ T まさかりにまた 
がつている金太郞といぅ*想の'曲 
白さと.色彩のあざやかさか*哦 
らしいと思います。作者の御 pfie; 
によつて原作を读者に差し L げま 
す•また，田激幸一さんから本誌 
■へ項いたサ 
イン^^〆 
切り a 53 c 
末日' 柚邊 
で各1名。 
あて先は「え 
くてびあん 

業 T.WJ 



1 , 


• I 夕 • ㈦ 瀰幸一さんが 
楽しい拈睡をまいてくだ 
さいました•「これからはグランド 
の外で•フレツシ H マンとしてや 
らせていただきます j という搛虚 
な S 葉も>かれ•仝場からは«し 
みない拍手-がんばってい、 
タブチくん！ # 先月号がでた時は 
桜もツボ••、程*でしたか今こうし 
て今 H 号を?にしている立川のま 
ち li 新蜍につつまれ，ツツジも m 
近い昨今です■このーヶ月•毎 □ 
は何の*化もないようでも、アツ 
という W の春でした•もう、初 I 
の香リがほんのりと Lrs ます ■ 

• 「立川の镍路，1が短期なから完了 
し、米月号から a エツ七ィスト* 
山内荚郷さんの na 川の花」が連載 
されます■市花に定められている 
n ブシをはじめサザン^、サルヒ 
アなど英鄱さんの琴«にふれた立 
川の花々がえがかれま t « s * 
»の香のしみしえくてびあん 

(Ml 1 A 孑 S .+ H 4. り lnll 枝子釋山 
濟千 _ l !?9 IiA . tt 孑二 II 卓治矢 * min 
01天 $« :官田 p £ スタジオ2薈 t 


研えく あん*^ In 
昭和六十年五月五日発行 
髡行所え <てびあん*集 H * 
東京都 1 L 川市榮畸 W 12,4 _H 
フ r インビルディング3 F 
電路〇〇二五 go 082 
** 人立介 
発行人沖野 II 輿 
印削所株式会社立川印 il 所 


彩\肜を中心に「釗作和 
紙人形」をこしらえている 
齊木さん。作るはか9でな 
く教えてもいる (3 立公民 
館，每遇木 W 日.問合せは 
0 4 2 3—85 —— 5 5 6 5 
そのなごやかなまなざし 
が r 人形の心」にのりぅつ 
るのか，作る人、作られる人形と 
もどもに、和 SI あいあいの»室 it 
衆がみられる • 

「こんなもんで•いいかしら？」 
と*遢してもつてこられたのが本 
号の S 紙"えくてびあん爱読者へ 
向けての才りジナル作品だ_ 



立川クイズの答 

充〇!:号の問明はいかがでしたか？ 
地図をよく兒て頂ければすぐにわ 
かるものでした。 

答え ： a - 

国鉄の CB > r : 立川•西立川 • 
西武拝 ft 裸の玉川上水•武%砂川 • 
西武立川で六つが•止解です•ただ 
し西立川駅は半分以上が昭岛市に 
なり•改札か立川市なので住所卜 
は立 wii なります。 




立川の春を 
歩 


私の好さな»歩道 


务套しむ人逢が釣糸をたれている" 
そんな！：の#]で200»近くあリそう 
なフナが釣り上げられ、 II 田さん 
は思わず目を細める- • - mUg が蘇っ 
てきた荚感である〃 

多攣川を見おろし•野鳥を指さ 
しながら教えてくれる*々ルガモ* 
ユリカモメ ィツブリ、ヒバり， 
初 fi の訪れを知らせるかのように 
ツバメが上«を！ r う- 

こ こ (i 自然の宝 しかし ft 近 
は I 刻一刻备わ”つつあるとい•ス 
そんな中で三田さんは、*らぬ 
を職いながら、これからも • 
この_で多*川を a 守り統けて 
いくことであろう • 


「ょぅ，)そ、協和へ」 
街角から 
芡顔のごあいさつ 


和額行 


cittr 



三田 '» 吉さん一供町*^ 丁目) 

B 本民俗 f 会 M •立川 市文化 
財委兵，來京都. fe# 保護娄 fttt 会 
会長 •クリーン 多*川寞行娄貝長 

等々 . 6 I R して 多攣を爱 し 多 

摩川の琢境浄化に努力を統 けられ 
ている。 

そんな 忙しい 一〗| 田さん にも.« 

の 一時心をなごませて くれる 敗歩 
ifi がある e W 六 時に起床 •めんび 
りと 多摩川 ベリにベダルを踏んで 
数分•朝もやの かかっ た婷かな 水 
由でホ烏が羽を休めて いる•はる 
か速くには丹? R の 山脲 が、 又近く 
には立川と日 ff を洫す日野横が， 

そして中央線の鈇檐が ぼんやりと 
%之る 0 

平朝と いぅのに •水辺では、釣 〇 

Bsls5si.sss5SSISSSisssss.=.s7ssss.sss«ss-=-ssis=si.wsss=ssss.s=s 

作 「fiHMSfeJ (川 ftw IKft> 

が5 H l I日 ct) 午後2時と7時より 
中央公民館で h 映される。 t の 
品川遊郭を背#にくりひろげられ 
る•フランキ— flf の 小 «. 味よい中に 
もべ— ソスあふれる名演技。デビ 
ユ—問もない裕次郎のスラり とし 
た 姿もな つかしい* 

寒 ia 草月流 多奉地^師範によ 
る「草月展 j か5月 9 i 14 CT Aft 
醒にて開*される'*入場料谢円 
合立川高*涅にて'有名ブランド 
«入眼初夏の 大パ—ゲンと «作 W 
タンス展{5目9〜 14 H C 大千円 
市 (5 月16 彳19 日》 

☆当代随一のモ！ソアルト演奏家 
7ルタ—クリ—ンのビアノ牲II会 
が5月 23 日 W 午後7時より立川市 

市民会館。ご予吟お IU1 合せは立 

川民会館 <0 26131>市 

内各ブレィガィドに て* 

.一2 Nspn ンサー トが5月16日， 

6時30分よ川 ma 会蛇にて • 

NSP とは ZIOZSTOP 勺 »0. 

G»ESSION {た、足まない < 刖進》 の 

略。電菇予約，お (U1 い合せは KS 予 

約センタ— <ng-3fi3 - 91 51 > へ* 


カワセミの詩I当選の方々 


• 31 n ^ で f のブレゼント U 多！ さ 
04 C りがとぅございましな•次の方々が当1 
貧 08 を送らせてました* 

琦川政由 秋山 •秋 山一夫 S 十 A と穿芩 
并—子石藤 M m 川文子 遴备餮子 
大沢克夹大野 新 I 大 UI 3 K 平 w _ 有見 H . 
小河 幸 子 加 A 讀任僂_零文 ; II 田鹬鷓 
神田 9 I VL 木 M 子久 «田 v l KA 椹* 
+五 Ml | 保月徭美佐■第 if 志 田 II .名 
島 田 «清★.清秀 f ふみ子 M 木 あか 13 
璜 縟秀廉» 谷 凊 X 田 二 U 一大* JI 沢小 霣 
含 田^ H 作爆田 #吉奇山 寒 子永曲 知 
夫 中田玥 中村仁 »时賣潷 羽 石！ li ? 

ニッ山轚松本麗山口 # | 山口！^ 

山崎トミ山田澹 依田塞 之 助吉野放 久 
料田緘| 雇 *2 _ 也 f 
_ r 07セミの務」を孕にされた中«仁さんか 
り次のよぅな句かよせられ i した •#!«. 申 
し^ If ます* 

戢翠や汝の铂域の風浄ら 
かわせみや 

多 * の®?潘浴びて ^ つ 
泣きたくて 

泣けぬかわせみ空仰ぐ 



10万人突破/ 

立川献血ル—ム 


☆昔 K を見®しませんか ? 5月 
2 Bt 7! rr 寺 内 1 夫 「 as りとか 
たち KJ が IDP ビルー階•ア—卜 
サ〇ン四季で催？れます。二十四 
点の 綱 版画，日本と西洋の！*り継 
がれて来た昔结展* » 27|413 
8> 

:子供の日、母の日に累«なブレ 
ゼント フアミリ—レストラン • 
ハピ—モア立川店では5月5日の 
子供の日に*しいお t ちやをブレ 
ゼント•また母の日にも*敵なブ 
レゼントを用 , «:しています** Ifr 奥 

多 摩 バィパスぞい•駐車塌.：元 鳊ノ 13 

2713 1 6 7》 

•■; 酒〃てぉ悩みの方へ酒*相談金 

深®を断つための立川 » r 酒例会 

が毎月第3日曜日午後1時より W 

かれています。 it 絡先は ji ^ iz : 川 

断 确新生会本部沢本男(立川市 

砂川 WI 3 6 - - T 0 37 118 7 3) 

日本映 B 史に»る K 剌曹劇の名 


_ わずか 二 ¥半の問に献血者が10 
||||||| 万人をこえるといぅ*全国でも三 
i 番 B といぅ 快 fj なしとげたのは 
咖「立川献血ルーム J {ウィル 9 F P 
11111111これは市民の奉什 W 神を物語る 
咖と同時に、日野，国た•昭 If 市を含 
_めた「赤十字奉仕0」の话9がみの 
賺がせ ない •去る 4 H 8 日、立川駅北 
111111111口広場で 「 10万人突破 sli 念式典」が 
削明かれ， 2^5- 市苌らの臨席のもと • 
ilo 万人目の献血#^ C つた 三 沢 f i 



搭の花に代わり•若*の»が 
さわやかに BU に入りこんでくる 
新年*のスタ I - ••ダッシュ 
の疲れを fsl 分 fe 換のゴール 
デンウィ—クとなります6 


1 ^; 

の 


今年 
は、体 
暇 t 加 
えてま 
とめて 
10.¢休 
など t 

ビッグな予定を組んだ方6いら 
つしやるでしよう•そうしてた 
つぶ9遊んだ後の充英 S と虚し 
さの間に浮かんでくるのが，「た 
まには親孝 ft しなくちやな」と 




ぃつた思蘿の情，。 

もともとは •「Mot herwDayJ 
として' I九 C 八年上りアメリカ 
で始められたものです••それが昭 
和になつて日本にも取リ入れられ 
五3：の第二日曜〇を「母の日」とし 
て決めて*紅白の々— ネ—ションを 
各々に応じて M に飾つたり•花束 
にして W るといつた行車に定着し 
てきました • 

ここ^|つ，世界に先んじて* 
5H5 日の-I子供の日」に合わせ 
て' 5月9日あたりを「母の日」 
として®口にしてしまつたらいか 
かでしょぅ，そぅすれば•日本全 
国、ゆつくりと糉孝行ができるか 
もしれません* 
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立川の M 路〈下》一 

中野明 



胥梅線は 元は11:栴鉄道という私 
软だった•石灰 山 閱発に热い«い 
を寄せる羽村の 3KH* 十郎をはじ 
めとする発起人たちの顧いと* 地 
7C 有力者たちに±る甲武鉄道の靑 
梅花致 WS が実を結び’甲武轶 it 
のパックアップのもとに工事が進 
められた • 

明治 二 十七年に立 ； II 古梅 問が 
W 通 < 5 -武 鉄 ifi に»れること五 年 
七 ヶ月。^ •時、 i 川-古梅間には 抨 
■島 •描 生•小作 S て駅し客かった。 

食 **逍 は石庥石の採掘とその 
輸送を目的として没ケされた為* 
S 梅から 5 t の躲路は? T 灰山開発が 
ねらいで • f の 輪 送は二の次だ 
つたという.昭和十九年四月'日 
I に国 S — 

flaNt は立川$てすぐ右へ々 
—ブ 、北西に 進路を 取るが、同じ 
# 梅 1T で^から 米る Is 通甫串 
となると•ちょつと*わつたコ| 
X を ilii る"宁央镍のホ—ムを觼れ 
た «申は ボィントを渡つて*- 
線を横目に&勾配を«つて行く* 
この 梅路 U 货物篇とか tes など 
と 呼 •はれ•立川釈の ®側で中央線 
を才—パ—クロスし、 a 立川 駅搆 
内で #梅 e に合%する約ニキロの 
単 ㈱ である ♦矣は、この 線路 ( i か 
っての 五日市 鉄道{現在の五： n 市 
捩} の名残りで I 昭和 五年から十 
九年にかけて化川—样 Am には舞 
梅線の他に もう一本糨路が走って 
;た*現在でも、この tt 物« のこ 
とを 五 B rH 榇と呼ぶ 人 かいるの6 
そのせいであろう。株路の配躱の 
都合上*柬京からの蔽通電卓は全 
てこの 貨物 線を迂回しなければな 
らない。また、» 炙^ から石灰ち 
を！！ 齦した 货物列 率を南武_由 
| で H 棄都市 川蝻へ運ぶ S - 要な役割 
一を 果している' 

1 n 梅線と いえば•ひと頃は 南武 
|棉 や横浜 梅などと共に•チヨコレ 
|卜色の〃«線*隼，の宝#であ 

ったが、昭和五十-年三月二十 九 

B を 最後にオレンジ色の 一 〇三系 

屯 車に «き 換えられた • 









































































した 時のスナップ r す c 私!;壤上か 

ら話导 る ょりも' 皆々.、んの^^7 

— 降？ぃっ1 緒に^:^: 1 T 
か眢なの r 、 この日も そぅ^ 

一一^^?^^^? I 

差し麥 v れ r 、 

I T くれ？ r 、 rs?JH^^^ I 



:■■- I _ , : } - Jl i^ii JW 

は HV 1 el イマ 

v 手でし re •どぅし rr すか? 





























